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埼⽟県⽴⼤学研究・地域活動シーズ2022-2023

●主な⽀援メニューは、①データ分析⽀援／②事業マネジメント⽀援／③地域課題解決に関わる関
係者のネットワーク構築⽀援／④施策動向に関する情報提供の４つです。

１）データ分析⽀援
 厚⽣労働省の既存データや市町村から提供頂いた認定・給付データなどをもとに、市町村担当者

等からの要望に応じてデータ分析を⾏います。
 図1は、厚⽣労働省の既存データをもとに算出した性別年齢階級別認定率、図2は、同じデータを

⽤いた性別年齢階級別認定率で、5歳刻みで推移をみることができます。
 図3・4は、Ａ市から提供を受けた複数年の認定データをもとに、要介護度別要介護度重度化率

を算出し、性別及び認知症の有無別にみたものです。これら分析から、①認知症があると重度化し
やすい、②男⼥とも、要⽀援〜要介護1の重度化率が⾼いなどの実態がわかります。
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研 究 概 要
地域包括ケア関係者（市町村／地域包括⽀援センター／各種コーディネーターなど）には、事業／

地域に対するマネジメントを適切に展開することが現在求められていますが、①現状が把握できていな
い、②評価の仕⽅がわからないなど、様々な課題が⼭積している状況にあります。
そこで、研究開発センターでは2020年9⽉に「地域包括ケアマネジメント⽀援部⾨」を⽴ち上げ、地域

包括ケアや地域づくりに関する各種事業の展開⽀援、介護保険事業計画の策定⽀援を⾏っています。
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図1.性別年齢階級別認定率
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図2.性別年齢階級別認定率の推移(90歳以上)
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図4.認知症の有無別にみた要介護度の重度化率
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図3.性別にみた要介護度の重度化率
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２）事業マネジメント⽀援
 図5は、介護保険の各種事業を展開するためのPDCAサイクルの流れ図です。8つのStepが⽰され

ていますが、Step1〜3は「課題設定」部分、Step4〜6は「効果的な対策の検討・実施」部分で
す。そしてStep7が「評価」です。

 市町村の介護保険業計画をみると、⽬指す地域の姿は設定しているものの、①課題設定が抽象
的（具体化されていない）、②現状を引き起こしている原因が分析されていない、③原因に対す
る対策が取られていない、④事業により何がどう変わると期待したかが整理されていないため、事業
の評価ができていないなどの課題が⾒受けられます。

 本研究では、①Zoomを使った事業展開⽅法に対する個別指導、②前述したデータ分析⽀援な
どを通じて、市町村ニーズに応じた⽀援を⾏っていきます。

研 究 紹 介

図5.事業を展開するためのPDCAサイクルの流れ

出所）厚⽣労働省⽼健局介護保険計画課︓介護保険事業（⽀援）計画の進捗管理の⼿引き
（2018/7/30）より引⽤
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３）地域課題解決に関わる関係者のネットワーク構築⽀援
 地域課題を解決するためには、①地域課題

を知っている⼈、②地域課題を解決する多様
な⼿法を持っている⼈が交流するともに、協働
して課題解決を具体的に図っていく必要
があります。

 現在、北本市社協と連携し、”ごちゃまぜの会”
を⽴上げ、地域づくりに関わる様々な関係者
の活動状況の把握を⾏っています。今後、図6
のフォーマットを使って、関係者の取組内容や
⽀援する上で困っていることなどを整理していく
予定です。

 厚⽣労働省は、地域共⽣社会の実現に向け、
重層的⽀援体制整備事業を推進していますが、
様々な分野の相談に対応していくためには、
①相談窓⼝の設置、②相談対応者の資質の
向上に加えて、課題解決を推進してくれる地域
の様々な資源とつながる必要があります。

 本研究で整理された地域の社会資源に関する
情報は、同事業の出⼝戦略としても活⽤できる
と考えています。
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図６.地域資源整理のためのFormat案

 事業マネジメントに対する⽀援ですが、相談は無料です。ただし、原則はオンラインでの打合せ
や相談、ないし、メールでの相談対応とさせて頂きます。

 独⾃の市町村データの分析を希望される場合、埼⽟県内の市町村であれば、エクセルでデータ
提供を頂けるのであれば無料で対応します。分析結果に関しては、パワポやエクセル資料として
返信します（ただし、印刷やデータ⼊⼒などの実費が発⽣する作業には対応できません）。

 ⽀援内容により、費⽤が発⽣する場合もあります。
 連絡先等に関しては、⼤学のHPを参照ください。

https://www.spu.ac.jp/research/centers/tabid980.html

アピールポイントなど
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